
これまでの検討を踏まえた個別論点（案）

資料６－２



新事業創出・生産性向上：超高速通
信、クラウド、ビッグデータ、Ｍ２Ｍ、ＩｏＴ、４Ｋ８Ｋ等、
様々な産業におけるＩＣＴの導入・活用による新産
業・サービスや付加価値の創出・生産性向上

投資の拡大：ICT基盤の高度化、ネットワーク
拡大のための設備投資の拡大

国際展開：技術・アプリケーションとオペレー
ションを組み合わせたＩＣＴ産業の国際展開

医療の高度化：遠隔医療・医療情報連携等
による医療の高度化・医療格差の是正

教育の高度化：ICTを活用した教育の高度
化、平等な教育の実現や、教育のグローバル化

財政支出の軽減：医療の高度化による医
療費削減や、電子政府による行政効率化・支出削減

エネルギー問題への対応：スマートコ
ミュニティによる省エネ化や機器の省電力化

交通システムの高度化：センサーや
ビッグデータを活用した渋滞緩和や周辺情報の提供
等、交通システムの高度化

行政サービスの向上：クラウドの活用や
公的情報の配信等による行政手続の簡素化・利便
性の向上

生活支援の充実：電力見える化・見守り
サービス等による生活サポートの充実

災害対策：災害時の通信手段確保による被害
の最小化、身近な端末を活用した防災・減災対策や、
ビッグデータの活用による避難誘導の最適化

インフラ老朽化対策：ビッグデータやセン
サー活用による故障検知・事故防止

サイバー攻撃への対応

地域経済の活性化：ICT基盤の整備によ
る地域への企業誘致、ICTやメディアの活用による
情報発信や物販の活発化

地域の高齢者活用：ICTを活用した地域
ビジネス創出、ICT教育による高齢者の活躍

地域での生活支援：行政サービスのネッ
トワーク化、ICT利活用による地域の生活支援

経済活性化 社会的課題の解決

安心・安全の実現

便利な社会の実現

地域の活性化

日本の存在感の向上：超高速通信、超
高精細映像等の世界最高水準のＩＣＴ基盤による日
本の存在感の向上

訪日外国人へのおもてなし：多国語
ナビゲーション、公衆無線ＬＡＮの利用環境整備等、
訪日外国人が利用しやすいＩＣＴ環境

トラヒック集中、サイバー攻撃への
対応

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ
東京大会への対応

2020年代に向けた情報通信の展望① 1

１．2020年代に向けたＩＣＴの役割



事業者間の活発な競争や積極的な投資によるＩＣＴ基盤の高度化、低廉化、強靱化

あらゆる分野での多様なプレーヤーによる新事業創出、ＩＣＴ利活用の拡大、グローバル展開

利用者のニーズに適した多彩なサービス、多様な料金体系の提供

誰もがより安心して利用できるＩＣＴ基盤の提供

2

高速化・大容量化に対応した、超高速
かつ低廉な世界最高水準のＩＣＴ基盤

災害に強く、セキュリティが確保された
強靱なＩＣＴ基盤

超高速・低廉・強靱な
世界最高水準のＩＣＴ基盤

 あらゆる産業がネットワーク・端末を自由
に組み合わせて利用できるＩＣＴ基盤

利用者がニーズに応じ多様なサービ
ス・料金を自由に選択できるＩＣＴ基盤

多様なプレーヤーが多彩なサービスを
展開できるオープンなＩＣＴ基盤

あらゆる産業・利用者が、ニーズに応じた
多彩なサービスを利用・提供できるＩＣＴ基盤

都市部でも過疎化が進む地域でも、誰
もが便利に利用できるＩＣＴ基盤

利用者がより安心して利用できるＩＣＴ
基盤

グローバル化に対応し、訪日外国人に
とっても利用しやすいＩＣＴ基盤

誰もがより安心して
利用できるＩＣＴ基盤

２．2020年代にふさわしいＩＣＴ基盤の姿

３．ＩＣＴ基盤を担う事業者が果たすべき役割

2020年代にふさわしいＩＣＴ基盤を実現するため、そのＩＣＴ基盤を担う事業者を取り巻く制度等の在り方について、
基本５原則を踏まえつつ、個別具体的に検討していくことが必要ではないか。

2020年代に向けた情報通信の展望②



情報通信基盤を利用する産業の競争力強化のための電気通信事業の在り方
－世界一ビジネスがやりやすいＩＣＴ基盤の提供－ ①

(1) 総 論
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世界一低廉かつ高速でビジネスしやすい環境の実現

【現状と2020年代に向けた課題】

1) 主要事業者は３グループに集約し、その競争は協調的寡占の色彩が強い。
2) 固定通信と移動通信等のサービス連携・電波利用の連携、垂直統合型のサービスの進展のほか、今後あらゆる
分野との連携が見込まれる等、これまでの市場の枠組みを超えた新たな動向がみられる。
3) 1)、2)を踏まえ、2020年代に向けて、公正競争の一層の徹底を通じた、事業者の活発な競争や積極的な投資に
よる超高速・低廉・強靱な世界最高水準のＩＣＴ基盤の実現が必要となる。

【論点】

① 主要事業者のグループ化・寡占化の進展への対応
1) 主要事業者のグループ化の進展を踏まえ、規制体系をグループ一体としてみることについてどう考えるべきか。
2) グループの寡占化やグループ内連携の進展を踏まえ、同一グループ内の提供条件の透明性の確保についてど
う考えるべきか。

②これまでの市場の枠組を超えた新たな動向を踏まえた政策の在り方
1) モバイルの重要性の高まりにより、競争政策を考える上でも周波数の割当て等の電波政策が重要となるが、競争
政策と電波政策との連携についてどう考えるべきか。
2) 固定通信と移動通信の相互補完が重要となる中で電波の希少性から多くの事業者が電波の割当てを受けられな
いことや、モバイル市場のサービス（携帯電話とＢＷＡ等）の同質化が進んでいることを踏まえ、電波割当てのボトル
ネック性や、ＭＶＮＯへの無線ネットワークの開放ルール（接続ルール）の対象事業者や対象サービスの範囲につ
いてどう考えるべきか。
3) 公正競争の一層の徹底と、イノベーション促進の双方の観点を踏まえつつ、ＮＴＴ東西、ドコモに課している禁止
行為規制（特定の事業者に対する不当に優先的・不当に不利な取扱い等を禁止する制度）の在り方についてどう考えるべきか。
4) 自由な競争環境を担保するために必要な事後規制の運用の在り方についてどう考えるべきか。

※「電波政策ビジョン懇談会」と連携し検討



情報通信基盤を利用する産業の競争力強化のための電気通信事業の在り方
－世界一ビジネスがやりやすいＩＣＴ基盤の提供－ ②

(2) ＭＶＮＯの更なる参入促進を通じた多彩なサービスの提供
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【現状と2020年代に向けた課題】
1) モバイル市場の更なる競争促進のためには、ＭＶＮＯ等の多様な事業主体の参入が重要となるが、ＭＶＮＯ（ＭＮ
ＯでもあるＭＶＮＯを除く）のシェアは４．４％（平成25年12月末）に過ぎない。

2) 1)を踏まえ、2020年代に向けて、ＭＶＮＯの更なる参入促進による競争やイノベーション促進を通じた多彩なサー
ビスの実現が必要となる。

【論点】
① 無線ネットワークの開放ルール（接続ルール）の対象となる事業者等の在り方
・ 固定通信と移動通信の相互補完が重要となる中で電波の希少性から多くの事業者が電波の割当てを受けられな
いことや、モバイル市場のサービス（携帯電話とＢＷＡ等）の同質化が進んでいることを踏まえ、電波割当てのボトル
ネック性や、ＭＶＮＯへの無線ネットワークの開放ルール（接続ルール）の対象事業者や対象サービスの範囲につ
いてどう考えるべきか。（再掲）

② 無線ネットワークの開放ルール（接続ルール）の内容の在り方
1) 独自ＳＩＭの発行の実現等、ＭＶＮＯによる多彩なサービスを実現するために必要なアンバンドル（無線ネットワークの
必要な部分のみの接続）の更なる促進の在り方についてどう考えるべきか。
2) 接続による音声通信サービスの提供の実現等、ＭＶＮＯによる多彩なサービスを実現するために必要な電気通信
番号の割当ての在り方についてどう考えるべきか。
3) その他、ＭＮＯ－ＭＶＮＯ間のイコールフッティング確保の在り方についてどう考えるべきか。

③ 無線ネットワークのＭＶＮＯへの提供の在り方
1) グループの寡占化やグループ内連携の進展を踏まえ、同一グループ内の提供条件の透明性の確保についてど
う考えるべきか。（再掲）
2) ＭＶＮＯの独自性発揮のための卸電気通信役務の提供条件の更なる柔軟化についてどう考えるべきか。

④ 端末とサービスの切り分け等による適切な競争環境の在り方（後掲）



情報通信基盤を利用する産業の競争力強化のための電気通信事業の在り方
－世界一ビジネスがやりやすいＩＣＴ基盤の提供－ ③

(3) 公正競争の更なる促進を通じた超高速ブロードバンド基盤の高度化、低廉化、強靱化の促進
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【現状と2020年代に向けた課題】

1) 固定通信と移動通信の相互補完が重要となる中、設備競争とサービス競争の在り方について検討が必要となっ
ている。

2) 超高速ブロードバンド基盤（固定系）の整備率は９７．５％（平成25年3月末）である一方、その利用率は４９．９％（平成
25年9月末）に留まっており、光ファイバ等の超高速ブロードバンドの普及促進や設備利用率の向上が課題となってい
る。

3) 1)、2)を踏まえ、2020年代に向けて、公正競争の一層の徹底やイノベーション促進を通じた、超高速ブロードバン
ド基盤の高度化、低廉化、強靱化や、超高速ブロードバンド基盤における多彩なサービスの実現が必要となる。

【論点】

① 光ファイバ等の超高速ブロードバンド基盤の競争政策の在り方
・ 設備競争とサービス競争双方の促進の観点から、ＮＴＴ東西の光ファイバの接続ルールの在り方（ユーザ単位接
続料の設定の是非等）や、卸取引の在り方についてどう考えるべきか。

② ＮＴＴ東西と競争事業者との同等性の確保の在り方
・ 超高速ブロードバンドの普及促進や設備利用率の向上の観点から、ＮＴＴ東西と競争事業者の同等性の確保の
在り方についてどう考えるべきか。

③ 超高速ブロードバンド基盤を利用した多彩なサービスの実現のための環境整備の在り方
・ 超高速ブロードバンド基盤を利用した多彩なサービスの実現のため、我が国の基幹的なコア網であるＮＴＴ東西の
ＮＧＮ（Next Generation Network）の更なるオープン化についてどう考えるべきか。



情報通信基盤を利用する産業の競争力強化のための電気通信事業の在り方
－世界一ビジネスがやりやすいＩＣＴ基盤の提供－ ④

(4) 市場の環境変化を踏まえたＮＴＴグループの在り方

6

【現状と2020年代に向けた課題】

1) 固定通信と移動通信等のサービス連携・電波利用の連携、垂直統合型のサービスの進展のほか、今後はあらゆ
る分野との連携が見込まれる等、これまでの市場の枠組みを超えた新たな動向がみられる。

2) 他方、ＮＴＴ東西のＦＴＴＨ契約数のシェアは７１．４％（固定系ブロードバンドサービス契約数のシェアは５４．
３％）、ＮＴＴドコモの携帯電話の契約数のシェア４４．１％（携帯電話・ＰＨＳ・ＢＷＡ契約数のシェアは４０．６％）（いず
れも平成25年12月末）といずれもＮＴＴグループのシェアは首位となっている。

3) 1)、2)を踏まえ、2020年代に向けて、公正競争の一層の徹底とイノベーション促進の観点から、市場の環境変化
に対応した規制の在り方、特にＮＴＴグループの在り方についての検討が必要となる。

【論点】

1) 公正競争の一層の徹底と、イノベーション促進の双方の観点を踏まえつつ、ＮＴＴ東西、ドコモに課している禁止
行為規制（特定の事業者に対する不当に優先的・不当に不利な取扱い等を禁止する制度）の在り方についてどう考えるべきか。（再
掲）

2) 1）とあわせ、ＮＴＴ東西やＮＴＴドコモ等のグループ会社を通じた、グループの一体的な事業運営の是非を含むＮ
ＴＴグループの在り方についてどう考えるべきか。



情報通信基盤を利用する産業の競争力強化のための電気通信事業の在り方
－世界一ビジネスがやりやすいＩＣＴ基盤の提供－ ⑤
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(5) 適切な競争環境の実現を通じた、利用者のニーズに適した多様なサービス、多様な料金体系の実現

【現状と2020年代に向けた課題】

1) 現在の競争は、新規の利用者を取り合い囲い込むだけの競争ばかりが激しく、また、主要な通信料金は各社一
律となっているなど、協調的寡占の色彩が強い。

2) 1)を踏まえ、2020年代に、公正競争の一層の徹底や利用者視点を通じた、利用者のニーズに適した多様なサー
ビスや料金体系の実現が必要となる。

【論点】

① 過剰なキャッシュバック等による競争状況への対応
・ 過剰なキャッシュバック等の販売奨励金慣行の是非や、その抑制の在り方についてどう考えるべきか。

② 端末とサービスの切り分け等による適切な競争環境の在り方
・ 利用者の多様な選択を可能にし、事業者による囲い込みを防止するためのＳＩＭロック解除の推進等の在り方に
ついてどう考えるべきか。

③ 利用者のニーズに適した多様なサービス、多様な料金体系の実現に向けた環境整備の在り方
・ 利用者のニーズに応じた多様なサービスや料金プランを実現し、利用者の選択肢を多くするための環境整備の
在り方についてどう考えるべきか。

※「ＩＣＴサービス安心・安全研究会」と連携し検討



情報通信基盤の利用機会の確保や安心・安全の確保のための電気通信事業の在り方
－世界に誇れるＩＣＴを利用しやすい国に－ ①
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１．世界に先んじてＩＣＴを全ての人の手に

【現状と2020年代に向けた課題】

1) ブロードバンドの整備率は１００．０％（固定系は９９．８％）、超高速ブロードバンドの整備率は９９．４％（固定系９７．
５％）（いずれも平成25年3月末）になっている一方、ブロードバンドが整備されていない地域も存在している。

2) 1)を踏まえ、2020年代に向けて、社会的課題の解決や地域の元気に資するため、全国においてビジネスが展開
でき、誰もが便利に利用できるＩＣＴ基盤の実現が必要となる。

【論点】

① 利用機会が確保されるべきＩＣＴ基盤の在り方
・ 過疎化が進む地域における超高速通信環境の必要性や、固定通信と移動通信の相互補完の重要性等も踏まえ、
条件不利地域におけるＩＣＴ基盤の整備・維持の在り方（対象となる設備や支援方策等）についてどう考えるべきか。

② 利用機会が確保されるべきＩＣＴ基盤の実現に際してのユニバーサルサービスの在り方
・ ①とあわせ、ユニバーサルサービスの在り方（ユニバーサルサービスの対象とすべきサービス、交付金・負担金の
在り方等）についてどう考えるべきか。



【現状と2020年代に向けた課題】

・ 2020年オリンピック・パラリンピック東京大会の開催やグローバル化の一層の進展を踏まえ、少なくとも2020年オリン
ピック・パラリンピック東京大会までには、我が国の魅力向上・発信の観点から、訪日外国人にとっても利用しやすい
ＩＣＴ基盤の実現が必要となる。

【論点】

1) 訪日外国人にとって使いやすい無料公衆無線ＬＡＮの利用環境整備の在り方についてどう考えるか。

2） 訪日外国人による海外端末の持ち込みに対応したMVNOによるＳＩＭの提供の促進等についてどう考えるか。

情報通信基盤の利用機会の確保や安心・安全の確保のための電気通信事業の在り方
－世界に誇れるＩＣＴを利用しやすい国に－ ②
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２．安心してＩＣＴを利用できる環境の整備

【現状と2020年代に向けた課題】

1) サービスに関する苦情・相談の増加・高止まりやサービスや料金の複雑化等が、利用者にとって課題となっている。

2) 1)を踏まえ、2020年代に向けて、常に利用者視点に立って、より安心して利用できるＩＣＴ基盤の実現が必要となる。

【論点】

1) 事業者の利用者に対する説明義務の在り方、クーリングオフの在り方、販売勧誘の在り方等、消費者保護ルール
の見直し・充実についてどう考えるべきか。

2) その他、ＩＣＴに関するリテラシーの向上や、個人情報の保護等を踏まえたビッグデータの利活用やデータ連携等
によるＩＣＴ利活用の促進についてどう考えるべきか。

※「ＩＣＴサービス安心・安全研究会」と連携し検討

３．世界中から訪れたくなる国に


